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[体育 ・保健体育]

視覚と言語を組み合わせたフィー ドバ ック制御による
ハー ドリング動作のメタ認知的指導の工夫

一小学校課外陸上部におけるハー ドル走の指導を通 して一

木嶋 達平*

1問 題 の所在

体育の授業で障害物 を跳び越 しなが ら走 る運動を取 り入れると,障 害物 を跳び越す動きに児童はとても喜び,そ の動

きに楽 しみを感 じているように思 える。障害物を跳び越えるとき転ぶのではないかという気持ちが,ほ どよい緊張感 を

よぶ とともに,障 害 を跳ぶ動 きが,普 段の走 る運動 とは異なる非日常性 を演出するからであろう。

学習指導要領解説体育編では,ハ ー ドル走について第5・6学 年の内容C陸 上運動イに次のように示 されている1)。

「インターバルの距離やハー ドルの台数 などのルールを定めて競走 した り
,自 己の記録の伸びや目標 とする記録の到

達 を日指 した りしなが ら,ハ ー ドルをリズ ミカルに走 り越 えることがで きるようにす る。」 また,40m～60m程 度の

ハー ドル走で①第1ハ ー ドルを決めた足で踏み切って走 り越えること,② ハー ドル上で上体 を前傾させること,③ イン

ターバルを3～5歩 のリズムで走 ることの3つ が例示 されている。

このように学習指導要領で示 されているハー ドル走は,走 る距離が短 くインターバル間の歩数も3歩 と限定されてお

らず,本 来ハー ドル走が もつ,リ ズムよく障害を跳び越えながら走る楽 しさを味わうことを重視 していることが分かる。

ところが,市 内の陸上大会等で行 われるハー ドル走は,学 習指導要領で求めるハー ドル走 とは,走 る距離 ハー ドル

の高さが異なる。競技種 目としてのハー ドル走は,児 童に速 く走 ることを要求 し,指 導者はハー ドル問を3歩 で走 るこ

とを指導する。尊鉢 隆史(2010)は,L般 的に競技会で行 われているハー ドル競技 においては,ハ ー ドル間(イ ン

ターバル)を3歩 で走ることを重視するがあまり,ハ ー ドル本来の 『スピー ド感 をもって走 り抜 ける』 という特徴 を生

かせない教材になってはいないだろうか」 と指摘 している2)。そのため,陸 上大会でハー ドル走に出場する5・6年 生

児童の中には,ハ ー ドルの高 さ,ハ ー ドル間の歩数,ハ ー ドルの台数に戸惑ったり,試 合中にハー ドルに足 をかけて転

んで しまうのではないか という恐怖心をもった り,タ イムが向上せず練習を諦めてしまったりする者 もいる。

従来行われて きたハー ドルの練習や指導方法には,1・2・3と 腕を振 り,3の 時に大 きく前傾 して振 り上げ足 と反

対の腕を伸ばすハー ドリングの基本動作習得ための練習,ハ ー ドル問に3歩 の間隔線 を引 き何度も跳ぶ練習,ハ ー ドリ

ング動作を言葉で説明したり,教 師が模範 を示 した りする指導方法がある。 しかし,こ れ らの練習 ・指導方法では,児

童がハー ドリング動作 をなかなか理解 し習得で きず,ス ピー ド感 をもって走 り抜けるとい う動作につながらない実態が

あった。杉原 隆(2003)は,「"わ かる"運 動技術に対 して,"で きる"と い うかたちで習得 した能力が運動技能であ

る」 と述べている3)。児童 は,頭 では跳 び方が分かっていて も体が動かないのである。そこで,本 研究では,従 来の

ハー ドル走の一般的な練習方法や指導法 に疑問をもち,児 童のハー ドル走の技術 を短期 間に効果的に身に付 ける指導の

在 り方について検討 を加 えた。そ して,課 外活動 という限 られた練習時間において,競 技種 目としてのハー ドル走 にお

いて短距離走のス ピー ドの向上につながるハー ドリングの指導法を見つけ出 し,児 童のハー ドリング技能を高めること

に した。

2研 究の 目的

ハー ドル走 における技術 の組み立ては,① スター トか ら第1ハ ー ドルまでの踏み切 り地点 との調整,② 踏み切 りの動

作,③ ハー ドルのまたぎ越えの動作,④ 着地の動作,⑤ ハー ドル間の疾走,⑥ 最後のハー ドルからゴールまでの6つ に

分 けられ,そ れぞれが独立 した動 きではなく,連 続 した動 きの中でとらえることが大切である4)。谷川聡(2012)は,

「ハー ドルを越えるとき,す なわち身体が空中にあるときのバランスについて,力 学的には水平面,正 面,矢 状面の力
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の作用,反 作用 としてとらえることができ,抜 き足 と体のバ ランスを保つことで高い技術へ とつなげてい くことができ

る」 と述べている5)。このことを踏まえ,本 研究ではハー ドルの6つ の動作の中で,児 童が一番抵抗 を感 じ,ハ ー ドル

走速度に影響 を与 える踏み切 りの動作,ハ ー ドルのまた ぎ越 えの動作,着 地の動作の3つ に限定 し,ハ ー ドリング6)の

技術を高める指導の工夫 について提案をする。ハー ドリングは,ス ター トからゴールまでスプリン トを生か し走 り切 る

中で行われる動作であ り,ま たぎ越えは一瞬で終了する空中動作である。そのため児童は,自 分がどのようなフォーム

でハー ドルを越 しているかを客観視することが困難で自覚 されにくい。そこで,ハ ー ドリングの指導において,ハ ー ド

リングの一連の動 きを児童自身が自覚化 してい く指導の工夫 を行い,自 覚化 された情報を児童 にフィー ドバ ックできる

ようにし,自 分の身体の動 きをメタ認知できるようにする。

本研究では,研 究対象をハー ドリング指導場面に限定 し,ビ デオによる視覚的フィー ドバ ック制御 と言語指示による

フィー ドバ ック制御 を組み合わせ,児 童 自身にハー ドリングフォームの自覚化をうながす指導の工夫を行 う。そ して,

ハー ドリング中に自分がどのように身体 を動かせばよいかをメタ的にとらえられるようにする。これ らの指導を通 して,

児童のハー ドリング技術を高め,ス ピー ド感をもった走 りを実現 し,タ イムアップにつながることを検証することとした。

3研 究仮説

視覚的フィー ドバ ック制御 と言語的フィー ドバ ック制御の組み合わせ により,児 童が自分 自身のハー ドリングの動作

をメタ認知することができれば,ハ ー ドリング技術が向上 しスピー ド感 をもってハー ドルをまたぎ越えることができる。

4研 究の方法

(1)フ ィー ドバ ック制御 とメタ認知概念の援用

メタ認知 については,1970年 代 にFravellが,続 いてBrownが メタ認知 という語を用い始めた。岡本真彦(2002)は,

このメタ認知 について,「我 々が,あ る課題 に習熟 してい く過程 において,自 分 自身の状態に意識的に気付 くことがで

きれば,自 分で自分 自身の欠点や問題点 を発見することができ,そ れを修正 してい くことが可能である。この自分 自身

に対する意識的な気付 きを,認 知心理学では 『メタ認知』 とよんでいる。」 と述べている7)。この自分 自身の欠点や問

題点を発見 し,そ れを修正 してい く過程は,自 分が実行 した運動 を情報 として取 り入れ,次 の運動を修正する手がか り

として利用する運動学習の情報処理モデルにおけるフィー ドバ ック制御 と非常に似ている。そこで,本 研究ではフィー

ドバ ック制御の考えを基本におきつつ,メ タ認知概念 を援用 しなが ら指導の工夫 を行 うこととする。

ハー ドリングは,た だハー ドルを跳 び越せばよい というわけではな く,ど のポイントで足 を踏み切 り,ど のような

フォームでハー ドルをまたぎ,着 地するかが大切である。そのため,理 想 とするハー ドリングフォームを常に意識 し,

理想のモデルに近付けてい く練習が必要である8)。ハー ドリングの技術習得過程は,諏 訪正樹(2007)が 言 う,自 分の

身体で起 こってい る思考,知 覚,身 体動作の総合作用 を意識するフェーズ9)であ り,自 分 の姿(ハ ー ドリングフォー

ム)を 客観的に見る力 としてのメタ認知能力が必要なのである。

(2)映 像 と言語指示の組み合わせによるフィー ドバック制御によるハー ドリング技術の向上の工夫

ハー ドルにおいて一瞬で終了するハー ドリング動作 をいかに児童に自覚化 させるかが,指 導のポイントである。そこ

で本研究では,フ ィー ドバ ック制御 としてビデオ映像 と言語指示の組み合わせを用いる。運動技能 と視覚との関係 につ

いて,藤 善尚憲(1976)は,「 視覚は,フ ィー ドバ ック結果の知識 を与えるものとして欠かせ ない。いろいろな技能も

多 くが視覚的刺激によって,不 正確 な反応 を確かめ,補 うことがで きるのである。視覚的指導として,よ く学習者 に熟

練 したパフォーマ ンスを見せる方法が とられるが,望 ましい動作 とは,ど んなものかを視覚的にとらえさせることは,

技能目標 を具体的に提示する唯一の方法であ り,学 習を効果的にすることがある。」 と指摘 してお り1°),視覚的 フィー

ドバ ック制御の有効性 を指摘 している。 また,ハ ー ドルにおける視覚的フィー ドバ ック制御の工夫の先行研究 としては,

菊池徹郎(2010)が,ハ ー ドルの示範映像 とハー ドル動作の出来栄えに関する映像の二つを二重呈示する指導の開発 を

行 っている")。

体育の学習では,ビ デオを用いた映像指導が多 くなされているが,ビ デオを用いた視覚的フィー ドバ ックの欠点 とし

て機材の準備 に手間がかかることや,ビ デオによる視覚的フィー ドバ ック制御では,ハ ー ドリング中にリアルタイムに

映像を見せることができず,即 時に児童 にフォームの違いを気付かせることが困難であるという問題を抱 えている。杉

原隆(2003)は,効 果的なビデオのフィー ドバ ック制御の利用の仕方 として,ど こを見るかを指摘することを挙げ,た
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の フィー ドバ ック制御 図18)

だビデオを見せただけでは指導効果が上が らない ことを指摘 している12)。杉原隆(2003)

が指摘するビデオのどこを見るかは,練 習中の指導において大変重要になって くる。示範

ビデオの映像 と実際に自分が跳んでいる瞬間の動作 をハー ドリング中にイメージとしてつ

なげる手立てが ないと,跳 び終わってか らビデオを見て も,ハ ー ドリング動作は既に終

わってお り,ハ ー ドリング動作中に自分の動 きを意識することができない。ハー ドリング

技術 を習得 し,動 作をメタ的に意識するためには,ハ ー ドリング中も常に自分の理想 とす

るフォームと自分の現在のフォームを比較 しなが ら跳ぶ必要がある。杉原隆(2003)は,

言語的 フィー ドバ ック制御に関 して,動 きのイメージを引 き出す言葉 として,「 ああ,あ

の感 じか」 というように,学 習者が過去の経験 によって形成 されている動 きのイメージに

よって,直 感的 ・感覚的に分かるように表現 した ものとし,動 きのイメージを引 き出す言

葉 として,比 喩表現,擬 態語,リ ズムをとる言葉の3つ を指摘 している。そ して,こ のよ

うな動 きのイメージを引き出す言葉 は簡潔で体の感覚 として分か りやすいのが特徴である

が,そ の有効性については実証的な研究がなくはっきりしない点が多いとし,そ の効果に顕著な差が見 られるとする。

そ して,そ の要因の一・つに,イ メージが個人的 ・主観的な ものであるためではないか と述べ ている13)。この言語的

フィー ドバ ック制御の主観的イメージの課題 をビデオ映像によって解消 し,ビ デオによる視覚的フィー ドバ ック制御の

どこを見ればよいかという課題 を言語的フィー ドバック制御 により補完するのである。

具体的には,本 実践では示範 ビデオを児童 に見せ,理 想のハー ドリングフォームの様相を言語化 し,言 語イメージに

客観性をもたせる。そして,ハ ー ドリング中に言語化 された言葉 を音声指示 しながら,児 童のハー ドリングフォームを

ビデオに撮る。さらにハ ー ドリング終了直後,児 童 自身のハー ドリングのビデオ映像 をす ぐに見せ,自 分の動作 をビデ

オ映像 とハー ドリング中の言語指示 によってメタ認知 させ る(図1)。 なお,本 実践 では,ビ デオカメラの代わ りに

iPhone'4)によるビデオ撮影を行い,機 材準備の負担 を減 らし画面で映像 を即時に視聴で きるようにした。

5実 践 の内容

(1)実 施対象N県U市 立1小 学校5年 生男子7名,女 子7名,6年 生男子5名,女 子6名,合 計25名 を対象

(2)実 践期間 平成23年9月1日 ～9月27日 までの期 間に合計10回 実施。

(3)ハ ー ドル走の練習指導プログラム 全10回

時間 練習期 ○練習内容 ・指導上の留意点

○ ハ ー ドル の リズ ム に慣 れ よう。 ・まず は,ハ ー ドル を リズ ム よ く跳 ぶ こ とを 目指 し,ミ ニ ハ ー ドル を使用 す る。
1 ・準備運動 ・ハ ー ドル 間の 歩数 は

,3歩 に こ だわ らず,同 じ リズ ムで 跳 ぶ こ とを重視 す る。

基本 ・第1ハ ー ドル まで の ダ ッシ ュ ・児童が慣れてきたら,ミ ニハー ドルの台数を徐々に増やし,最 終的には5台 を跳

動作 ・ミニハ ー ドル を5台 跳 ぶ ぶ よ うにす る。

2 確認 ・ミニ ハ ー ドル を5台 跳 ん だ 後 , ・ハ ー ドリ ン グ フ ォー ム につ い て は,細 か い こ と は指 導 せ ず,ス ピー ド感 を も って

ゴールまで全力疾走。 跳ぶことを重視する。

3 ・整 理 体 操 ,ミ ーテ ィ ング

4

理想

モデル

の認知

○ハー ドル走の理想の走 りを見て,

言 葉でハー ドリングの動 きを表 し

てみよう。

・児童全員で,ハ ー ドル走の示範ビデオを見て,ハ ー ドリングで気を付けるべき点

を話し合う。
・本時で話合われたことが,言 語的フィードバックでの言語指示の基本となるので,

どの言葉がハー ドリングのどの動きにあたるのかをビデオを見ながら確認をする。

○ ゆ っ く りハ ー ドル を ま た ぐ動 き を ・児童が歩きながらハー ドルをまたぎ越す際の抜き足のポイントをかけ声で指示を

5
や っ てみ よ う。

・準 備 運 動
す る 。
・5台 ま た ぎ越 え た ら,す ぐにiPhoneで 撮 影 した動 画 を見 せ,示 範 ビ デオ との比 較 を

・第1ハ ー ドル ま での ダ ッシ ュ 行 わせ る。

ハ ー ド ・5台 のハ ー ドル を 歩 き なが ら また ・ハ ー ドルの 高 さは,規 定 よ り10cm低 く し,高 さに よる抵 抗 感が ない よ うにす る。

リ ング ぎ越 す 。 ・特に抜き足と両腕の動きを意識させる。

6 動作
・ミ ニハ ー ドル を8台 跳 ん で ゴー ル ・ミニハードルを跳ぶ際も抜 き足と両腕の動きについて意識させる。

の メ タ する。(タ イム計測を含む) ・ミー テ ィ ン グの 際 に一 人 一 人 に 自分 の ハ ー ドル をま た ぐ際 の 抜 き足 につ い て 振 り

認知化
・整 理 体 操 ,ミ ー テ ィ ング 返りを行わせる。

○ ハ ー ドリ ン グ の 一 連 の 動 きを マ ス ・3台 のハ ー ドル をハ ー ドリ ングす る 際 に ポ イ ン トとな るか け声 で指 示 をす る。

7
ター しよ う。

・準 備 運 動

・3台 またぎ越えたら,す ぐにiPhoneで 撮影 した動画を見せ,示 範ビデオとの比較を

行わせる。
・第1ハ ー ドル ま での ダ ッシ ュ ・ハ ー ドル の 高 さ は,規 定 よ り10cm低 く し,高 さに よる抵 抗 感 が な い よ う にす る こ
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・規 定 よ り10cm低 い3台 の ハ ー ドル とで,ハ ー ドリ ング フ ォー ム に集 中 で きる よ うに す る。

をハ ー ドリ ングす る。 ・3台 のハ ー ドル は,全 力疾 走 でハ ー ドリン グす る よう に指 示す る。

8
・規 定 よ り10cm低 い ハ ー ドル を8台

跳 び ゴ ー ルす る。(タ イ ム計 測 を含

・8台 のハ ー ドル を跳 ぶ 際 に は,ハ ー ドリ ン グ フ ォー ム を意 識 させ る と共 に,リ ズ

ム よ くス ピー ド感 を も って跳 ぶ こ と に留 意 す る。

む) ・ミー テ ィ ン グの 際 に一 人 一 人 に 自分 の ハ ー ドリ ング につ い て の振 り返 りを行 わ せ

・整 理 体 操 ,ミ ー テ ィ ング る 。

○タイムを計測しよう。 ・大 会 と同 じ高 さのハ ー ドル3台 にて ,ハ ー ドリ ング の練 習 を行 う。

9

・準 備 運 動

・第1ハ ー ドル ま での ダ ッシ ュ

・3台 のハードルをハー ドリングする際にポイントとなるかけ声で指示をする。
・修正すべ き点がある場合のみ,ハ ー ドリング直後にハー ドリング映像を見せ,修

競技へ
・規 定 の 高 さ の3台 の ハ ー ドル を 正 ポ イ ン トにつ い て ア ドバ イ ス をす る 。

8台 の ハー ドル を跳 ぶ 際 に は,ハ ー ドリ ン グ フ ォー ム よ り も リズ ム よ くス ピー ド
の応用

ハ ー ドリ ングす る。

・規 定 の高 さの ハ ー ドル を8台 跳 ん

■

感をもって跳ぶことを意識させる。

10
で ゴ ー ル す る。(タ イ ム 計 測 を 含

む)

・ミーティングの際に
,こ れまでの計測タイムを振 り返らせ,自 分の記録の伸びが

実感できるようにする。
・整 理 体 操 ,ミ ー テ ィ ング

(4)指 導プログラムの実際

① 基本動作の確認(1-3時 間 目)

練習プログラムの初期段階では,児 童 にハー ドル走が もつ楽 しさであるスピー ド感 をもってリズムよくハー ドルを越

す感覚を味わわせるためにミニハー ドルによる練習 を行った。練習中,児 童はハー ドルの高 さを意識することなく,ス

ピー ド感をもって8台 のハー ドルを跳び越 えることがで き,ハ ー ドル走の楽 しさを十分に味わうことができた。練習プ

ログラムの導入 としては,ハ ー ドルの高 さや歩数に固執するのでは無 く,リ ズムよく8台 のハー ドルを疾走 し,ハ ー ド

ルの楽 しさを味わうことが競技への意欲の高まりにつながると思、われる。

② 理想モデルの認知 と言語指示の理解(4時 間目)

乏Σ
ひざ

示魏 モデル

○ ポ1

『水平跳び』

養
悪 い例 『ピ ョン ピ ョン跳 び』

図2跳 び方のモデル図

ハー ドリングの示範 ビデオを児童全員で視聴 した。視聴の視点 として,① 踏み切 りの動作,

②ハー ドルのまたぎ越えの動作,③ 着地の動作の3つ を具体的に指示 し,気 を付 けるべ き点

について話 し合った。児童からは,「すばや く踏み切 っている」,「低 く跳んでいる」,「また

いでいるようだ」,「姿勢が前になっている」,「足(抜 き足)が,横 に曲がっている」,「手が

前に出ている」,「ハー ドルを蹴っているよう」等の意見が出された。また,示 範ビデオと比

較対照するために,児 童のハー ドリング動作 をビデオで見せた ところ,「 うさぎのように

ピョンピョン跳んでいる」,「跳ぶ前 にスピー ドが落ちている」,「足(抜 き足)が,縦 でハー

ドルにぶつか りそう」,「高 く跳んでいる」等の意見が出された。そこで,示 範モデルのよう

なハー ドリングを 『水平跳び』,高 く跳んでいるハー ドリングを 『ピョンピョン跳び』 と名

付け言語化 し,『水平跳び』 を目標 とすることにした。また,言 語指示 として,踏 み切 りの

瞬間の足 の蹴 りを 「ボン」 と擬音化 し,リ ズムよくス ピー ドが落ちずに踏み切 るイメージと

重ね合わせ,抜 き足の動 きを 「ひざ」 と言語化 し,膝 の内側でハー ドル上部 を打つ感 じのイ

メージと重ね合わせた。また,上 半身の動 きとしては,手 をまっす ぐ前 に突き出すイメージを 「ピン」 と擬音で表 し言

語化 した'5)。これにより,教 師が,「 ひざ」 と言語指示 をした瞬間に,児 童はハー ドリング中に示範 ビデオの抜 き足の

よいイメージを想起 し,自 分のフォームを修正 しようとい うメタ的な意識 を働 かせ ることができる。そのため,本 指導

場面では,ど の言葉がハー ドリング動作 を表す言語 としてふ さわ しいかにこだわ りす ぎるよりも,示 範 ビデオ映像の

ハー ドリング動作 と指示する言葉 との一致点を児童 と教師が共通理解することが大切である。

③ フィー ドバ ック制御によるハー ドリング動作のメタ認知化(5-8時 間 目)

前時に自分たちが 目指すハー ドリングフォームのイメージをもった児童は,実 際のハー ドルを用いて練習を行った。

しか し,頭 で分かることとやってみることには大 きな隔たりがあ り,多 くの児童がなかなかうまくで きなかった。そこ

で,運 動技術か ら運動技能へ高めるために,最 初は低いハー ドルを用いてゆっくりとしたスピー ドでハー ドリング動作

を行った。その際,一 人の教師は,児 童がハー ドリング中に 「ボン,ひ ざ,ピ ン」 とリズムよく言語指示 をし,も う一

人の指導者が,iPhoneで ハー ドリングの様子 を撮影 しす ぐに児童 に見せた。 また,抜 き足がうまくで きない児童 には,

「ひざ」 という言語指示 を与えるなど
,う まくで きない部分の動作について,言 語化 したそれぞれの言葉で声がけを

行 った。抜 き足 を中心 とした練習では,「 ひざ,ひ ざ,ひ ざ」 とハー ドルの台数 に合わせてリズムよく言語指示を行い,
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抜 き足の良いイメージをフィー ドバ ックできるようにした。表1は,ハ ー ドリング指導中の逐語録の一部である。なお,

ハー ドルの高さは,こ の時点では大会でのハー ドルよりも10cm程 度低いものを使用 し,高 さへの抵抗感からハー ドリン

グフォームが崩れたり,ス ピー ド感が失われたりすることを防ぐようにした。

④ 競技への応用(9-10時 間目)表1児 童とのハードル指導中の会話の逐語録の一部(C一 児童A,T一 教師)

ほ とん どの児童 は,『 ピョンピョン跳

び』か ら 『水平跳び』 に変わっていた。そ

こで,大 会で使用 されるハー ドルと同じ高

さのハー ドルで練習 を行 ったが,児 童は高

さを気にすることなく跳ぶことがで きた。

また,こ れまでハー ドリング動作 を意識 し

てきたため,ハ ー ドルが高 くなって も低い

姿勢で跳ぶことができた。

表2記 録推移 ※一部抜粋(単 位:秒)

6研 究の結果 と分析

1 T 跳 び方が,ピ ョン ピ ョン跳 び だ よ。 ほ ら。((iPhoneの 動 画 を見 せ なが ら))

2 C あ っ,え,本 当 だ 。水 平 跳 び に な って い ない 。((iPhoneの 動 画 を見 なが ら))

3 T 抜き足が,縦 だからじゃない。 ↑((動画を静止させ,膝 の部分を指さす))

4 C ((2秒 ほ ど沈 黙))う 一 ん。

5 T ((示 範 ビデ オ をiPhoneで す ぐに見 せ なが ら))ほ ら,膝 の内 側 で蹴 っ て る。

6 C 本 当 だ。 膝 が 立 っ てい ない 。

7 T 次 に跳ぶ ときは,先 生 が 「ひ ざ!」 って言 うか ら,意 識 して ね。

8 C あ,は い 。

(1)ハ ー ドリング指導と自己目標記録達成 との関係の分析

80メ ー トル走 のタイムにハー ドルの台数 ×0,4秒 を加えた秒

数 を児童の目標記録 として設定 した16)。陸上大会までに大会時

と同じ高 さのハー ドルで2回 の タイムを計測 し(表2),大 会

時に何名の児童が 目標記録に達成 したかをまとめた結果,目 標

記録を上回った児童は表3の ようになった。ハー ドル競技出場

者数における日標記録達成者 と未達成者の割合は,20:5で あ

り,直 接 確 率計 算 で計算 した結果,片 側 確 率 はp-0.002

(0.2%)で あった。片側確率の数値は,有 意水準10～15%以

下17)であ り,目 標記録達成者数 は,偶 然達成 されたのではな く,

目標タイム 1回 目 2回 目 大会 タイム差

5年 男子A児 16.97 17.2 16.67 15.4 1.5

5年 女子B児 18.5 17.3 17.17 16.9 1.6

6年 男子C児 19.86 19.66 19.23 17.9 一1
.96

6年女子D児 19.52 20.02 23.45 19.1 一 〇
.42

表3目 標記録達成者数の内訳(単 位:人)

学 年 5年 6年
合計

性 別 男子 女子 男子 女子

目標タイム達成数 5 6 5 4 20

目標タイム未達成数 2 1 0 2 5

練習プログラム等の人為的要素により,引 き起こさせたことが証明された。

(2)映 像 と言語指示の組み合わせによるフィー ドバック効果の分析(児 童の感想から)

練習後に毎回 ミーティングを行い,児 童 に練習の感想を発表 させた。 ミーテ ィングでは,自 分のハー ドリングフォー

ムとモデル映像 との違いを気にする発言が多 く聞かれ,児 童が示範モデルに練習 を通 して近付けようと努力する意識 を

感 じ取ることがで きた。そこで,児 童の感想発表を簡単にメモし,出 現頻度の高い言葉を抽出し大きく4つ に分類 した。

(表4)こ れらの出現頻度の高い言葉の分類か ら,児 童が映像や言語指示 によりフィー ドバ ックされた情報を基に自分

のハー ドリングフォーム と理想のハー ドリングフォームを比較 し,自 分のハー ドリングフォームをメタ的に修正 しよう

とする意識があることが分かった。

表4ミ ーティング時の感想の分類

映像にかかわる言葉 動作の言語化にかかわる言葉 メタ的にとらえている言葉 その他の言葉

iPhone,動 きが よ くわ か る,違 「ボ ン」 で 止 まっ て し ま う, お 手 本 の よ う に な りた い,も っ 速 くな りた い,難 しい と思 った,

い が分 か る,水 平跳 び,ピ ョ ン 「ひ ざ」 が 難 しい
,「 ボ ン」 の と低 く跳 び たい,タ イ ミン グ を 高 く感 じる,簡 単,転 ぶ,歩 数

ピ ョ ンの跳 ぶ よ うに,足 の抜 き タイ ミ ング,ピ ョ ンピ ョン跳 び, 合わせたい,ビ デオを見て気付 が 合 わ な い,う れ しい,で き な

方,手 の位 置,体 が 立 って い る, 水 平跳 び,ピ ンの とき。 い た,ど うや って動 かせ ば よい か った,で きた 。

体 が 曲が って い る,見 え に くい。 か,分 か って い る が。

(3)児 童の内観報告より

5年 男子A児 にiPhoneに よる自分のハー ドリング映像の視聴 と言語指示についての感想を求めたところ,次 のような

回答を得た。「自分で跳んでいるときは,う ま く跳んでいるつもりだったけど,iPhoneで 見 たら,ぜ んぜん違っていた。

跳び終わってか らす ぐに見ることがで きるから,分 かりやすかった。～省略～ よく聞こえないときもあったけど,先

生が,ポ ンと言ってくれるので,飛 ぶ タイ ミングがとれたし,ひ ざと言われた とき,ひ ざに気を付けようと思って,次

のハー ドルを跳んだ。」 このように,A児 の内観報告からは,映 像 と音声指示がハー ドリングフォームの改善に有効 な

ことを示唆 していた。
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7成 果

(1)映 像 と言語指示によるフィー ドバ ック制御を繰 り返 し行 うことで,映 像 と言語のイメージが重なり,児 童自身が正

しいハー ドリングをメタ認知することができるようになった。その結果,「 ピン」などの言語指示を与えるだけで児童

自身がハー ドリングの改善イメージを具体的にもつことができた。

(2)iPhoneの ビデオ映像は,コ マ送 り,巻 き戻 しが自由にで きる。 また動画 を一時停止 し,即 座 に気を付けるべ き点を

指で示すこともできる。これらの機能 をポケ ットサイズで実現 してお り,従

来の ビデオやデジカメにはできない携帯性 と利便性 を兼ね備えている。ハー

ドル走だけでなく,他 の競技種 目や体育の指導への活用を図ることができる。

(3)段 階を踏んだメタ認知を促す練習プログラムを実施 したことで,ど の児

童 もハー ドルの楽 しさを実感 しなが ら短期間にハー ドリング動作 を習得する

ことができ,市 内大会では5年 男子3人,5年 女子2人,6年 男子2人,6

年女子1人,合 計8人 が8位 までに入賞することができた。

(4)ハ ー ドル間の歩数の指導を細か く行わなかったが,ハ ー ドリング技術の向上に伴い走るスピー ドが増 し,結 果 とし

て歩数の減少が見 られた。ハー ドリング技術の向上 に特化 したことでハー ドル走全体の技術の向上につながった。

8今 後 の課題

(1)児 童がハー ドリング動作にもつ言語イメージと教師がハー ドリング動作 にもつ言語イメージが大 きくかけ離れてい

ると,言 語的フィー ドバ ック効果が薄れてしまう。どの言葉 を言語的フィー ドバ ック制御 として使用するかが,課 題 と

なってくる。本実践では 「ピン」 とい う言葉 は,児 童の意識 と隔た りがあ り,あ まり効果が無かった。

(2)iPhoneは,携 帯性 に優れる反面,画 面が若干小 さく見 えにくいという意見があった。携帯性 には劣るが7イ ンチ以

上の画面をもつタブレット型PCの 使用 も検討される。その際は,ビ デオ再生ソフ トの操作性が,視 覚的フィー ドバッ

ク制御に影響 を与えることを考慮 し使用する必要がある。

(3)マ ット運動や鉄棒運動など技術 とタイ ミングを必要 とする他の運動の指導にも映像 と言語 を組み合わせたフィー ド

バックによるメタ認知指導は,有 効であるか検討 してい きたい。
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